
 

（例） 

   令和７年度白石市自治宝くじコミュニティ助成事業申込書 

 

 令和６年 ８月 ３日 

 

 

  白石市長 殿 

 

                     住 所  白石市大手町１番１号 

                           

              団体名  白石自治会 

                                           ふりがな      しろいし  たろう 

                   代表者名 会長 白 石 太 郎  印    

 

 

 下記のとおり白石市自治宝くじコミュニティ助成事業を実施したいので、必要書類を添えて

申し込みます。 

 

記 

 

１．事業種別  （  一般コミュニティ助成   ）助成事業 

   

２. 申 込 額   事業費  金  2,489,200 円（うち補助金要望額 金 2,400,000 円） 

                                                       ※１０万円未満切捨て 

３．事業実施予定期間        令和７年 ７月２０日～令和７年 ９月１０日 

 

４. 過去５年間の事業採択の有無             有  ・  無 

                （     年度                        事業に採択） 

                       ※複数採択の場合は別紙添付可 

５．団体概要 

 

 

 

 

 

 

代表者連絡先 T E L ：（０２２４－２２－１３２７） 

 

連絡責任者 
ふりがな 

氏  名：  同  上       T E L :  同  上 

F A X ：（０２２４）２２－１４５１ 

E-mail：katsudo@city.shiroishi.miyagi.jp 

結成年月日 昭和２９年 ４ 月 １ 日 

人   口 本件該当地域人口    ４，６１４ 人（令和６年７月現在） 



６．事業計画概要 

 

 

申し込み理由（事業目的・内容、助成を必要とする理由） 

白石自治会では、毎年５月３日に開催される白石春祭りに大人・子ども合わせて 100 名

程で参加してきました。このまとまりのある活動が認められ、子供御輿の部では過去１０

年間連続して最優秀賞を獲得し、大人の部でもここ数年上位入賞を果たしております。 

 しかし、祭用の御輿がなく、会員たちの手作りの品（写真添付）や他地区からの借用品

を使用してきました。また、法被は昨年度まで１１０着ありましたが、古い物で１８年も

たっており、ほころびなどを直しながら使用してきたものの、色あせもひどく、一部処分

し現在では８５着しかありません（写真添付）。そのため、今年の春まつりでは一部、お

揃いの法被を着られない地区民もいました。 

 以上の状況から御輿と法被を整備することが緊急の課題となっておりますが、当自治会

の予算では購入が困難な状況であります。よって、今まで培ってきたコミュニティ活動を

いつまでも継承して行くために、是非、当助成事業を活用いたしたく申請するものです。 

 

事業内容・迷彩（事業費内訳・財源内訳） 

設  備  等 数量 単価（税込） 金額（税込み） 

 御   輿   １台 － 2,141,000  

 大人用半纏  １５枚    12,120 181,800  

  子供用半纏  ２０枚     8,320 166,400  

    

    

    

    

合    計   2,489,200 

＜事業費内訳（青少年健全育成事業以外は単価、数量も記載すること）＞  単位：円 

※青少年健全育成事業の場合は事業計画内容と事業費明細を別紙により添付すること。 

 

＜上記財源内訳＞                           単位：円 

財  源  名 金額 団体負担金等の内訳 

コミュニティ助成事業補金    2,400,000 白石自治会（自己負担金）89,200 円 

団 体 負 担 金       89,200 

合    計    2,489,200 

  

「表示に関する基本デザイン」の表示方法（場所・大きさ・材質等具体的に） 

御輿は側面に防水加工シールで表示（ﾀﾃ 68mm×ﾖｺ 109mm）、法被（大人用・子供用）は

左袖口と右身（裾）下部に布地で縫いつけ表示（ﾀﾃ 27mm×ﾖｺ 37mm） 


